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論文内容の要旨
なっている。
本論文はマイクロ波負性抵抗ダイオードによる電力増幅に関する研究をまとめたもので、 7 章より
第 1 章では、マイクロ波負性抵抗ダイオード、特にインパット・ダイオードおよびガン・ダイオー
ドを用いた安定モードおよび注入同期モードでのマイクロ波電力増幅器について概観するとともに、
本論文のテーマおよびこの分野における位置を明らかにしている。
第 2 章では、反射形負性抵抗ダイオード増幅器の安定モードおよび注入同期モードにおける大信号
非線形動作について一般的な考察を行なっている。まず、反射形増幅器の大信号動作の図式的な解析
方法を示し、この方法により一般的な増幅特性を論じている。つぎに、安定モードおよび注入同期モ
ードにおける反射形増幅器について伝送線路表示による解析により安定条件を求めている。
第 3 章では、インパット・ダイオードを用いた反射形増幅器の具体的なモデルにより安定モードお
よび注入同期モードにおける増幅特性を数値計算により求め、その結果についてダイオードの非線形
効果などを論じている。
第 4 章では、インパット・ダイオードにより、安定モードおよび注入同期モードにおける大信号増
幅特性について実験的検討を行なっている。まず、導波管にマウントしたパッケージ入り Xバンド・
Si インパット・ダイオードの大信号アドミタンスを測定し、つぎに、サーキュレータを用いて反射形
回路を構成し、安定モードおよび注入同期モードにおける諸特性を測定している。その結果について
ダイオードのアドミタンス特性との関連から検討を加えている。
第 5 章では、安定モードおよび注入同期モードでの反射形非線形増幅器の変調波入力信号に対する
動特性を解析している。まず、アドラーの位相方程式により PCM-4 相 PM注入同期増幅器の過渡
特性を調べ、つぎに、反射形非線形増幅器の一般的な動的状態を記述する微分方程式を導き、モデルにより
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注入同期増幅器の過渡特性を数値解析している。また FM 波増幅特性についても解析している。その
結果についてアドラーの理論による結果と比較しながらダイオードの非線形効果などを論じている。
第6章では、マイクロ波負性抵抗ダイオードの周波数変換およびドップラ信号自己検波動作の解析を
行なうとともに、ガン発振器による実験により周波数変換利得が得られることを示している。
第 7 章は結論で、得られた結果をまとめるとともに、今後の課題を展望している。
論文の審査結果の要旨
本論文でえられた研究成果を要約するとつぎのようである。
(1) 安定モードおよび注入同期モードの反射型非線形増幅器の動作の図式的解析方法を示し、大信号
動作の把握を容易にしている。
(2) インパット・ダイオードによる安定モードおよび注入同期モードでの大信号非線形増幅特性の解
析を行ない、ダイオードの非線形性の諸特性に及ぼす影響を理論的に明らかにしている。
(3) 負性抵抗ダイオードの大信号アドミタンスの簡易な測定方法を示し、これにより Xバンド. Si イ
ンパット・ダイオードの大信号アドミタンスを測定するとともに、反射型増幅器を構成し安定モー
ドおよび注入同期モードでの諸特性を測定し、ダイオードの非線形性の影響を実験的に明らかにし
ている。
(4) PCM-4 相PM波注入同期増幅器の動作についてアドラーの位相方程式により調べ、増幅器の
設計について考察している。
(5) 安定モードおよび注入同期モード反射型増幅器の伝送線路表示の過渡微分方程式を導き、 PSK波
ならびに FM 変調波に対する応答を数値解析により求め、ダイオードの非線形効果を明らかにして
いる。
(6) マイクロ波負性抵抗ダイオードの非線形混合検波動作として、自己の発振波の運動物体からのド
ップラ反射波を受けて自己検波を行なう発振器の動作、入力信号によって同期引込みされない発振
器の自励式周波数変換の動作、独立の局部発振器による周波数変換の動作などについて、一般的な
理論解析を行なってそれらの動作を明らかにしている。
以上の研究結果は、マイクロ波工学の進歩に寄与するところ大であり、博士論文として価値あるも
のと認める。
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